
…今日から 3 学期です。よく言われるとおり、3 学期はそれぞれの学年でまとめの時期で

あると同時に、次の学年、次の進路へと向かう時期でもあります。 

新年を迎え、今日は皆さんに「一歩を踏み出す」お話をしたいと思います。私はこれまでに

も何度も、挑戦することについての話をしてきました。それは、挑戦を通じて皆さんがより大

きく成長し、力をつけそれを世の中で発揮することが皆さん自身だけではなく、皆さんそれぞ

れが大切に思っている周りの人々の幸せにもつながっていくと考えているからです。新たな

挑戦への不安は常にあり、失敗を恐れ、怖く思うのは当たり前のことです。しかし、成長のき

っかけは、いつでも新たな一歩から始まるものです。 

このお正月、箱根駅伝を観た人はいますか。駅伝は日本独特の競技で、中でも毎年正月に行

われ、東京から箱根までの往復で 10 人の大学生ランナーがタスキをつなぐ箱根駅伝は、つい

TV に見入ってしまう競技の一つです。今年の優勝校は青山学院大学（以下、「青山学院」）

で、青山学院はこれまでの 12 年間で 9 回優勝するという、圧倒的な強さを誇っています。し

かし、青山学院は 12 年前より以前、駅伝で優勝はおろか、全くの無名であり、弱小校扱いで

した。そんな青山学院の現在の活躍につながる「新たな一歩」は、それまでの常識であった、

とにかく長時間・長距離を走りこむ「根性の駅伝」から、心拍数や疲労度などのデータを活用

し選手ごとに練習メニューを変えていく、「科学と対話の駅伝」へと転換する「一歩」でした。

実際のタイムでも、かつては箱根までの往復で 11 時間を切るのが難しいと言われていた中、

今年はなんと 10 時間 37 分での優勝を遂げているのですから、確かにこの常識破りの「新た

な一歩」の効果はあったということでしょう。 

例をもう一つ挙げましょう。竈門炭治郎を知っているでしょうか。原作の発表からもう何年

も経ちますが、いまだに劇場版の公開が大きな話題となる「鬼滅の刃」の主人公です。御存じ

の人は多いでしょうが、炭治郎ははじめから剣が強かったわけでも、特別な力があったわけで

はありません（「鼻が利く」特徴はありました）。むしろ、鬼になった妹を救うためと始めた

修行でも、その後の鬼たちとの戦いでも何度も打ちのめされ、倒れています。そのたびに彼

は、考え、工夫し、仲間や先輩剣士の助言を受け入れ、やり方を変えて挑戦する「一歩」を踏

み出し続けました。炭治郎単独では鬼の親玉である鬼舞辻無惨や始まりの剣士と言われる縁

壱には全く及ばないでしょうが、諦めずに「一歩」を踏み出し続けたことが結果として鬼を倒

し、妹を救うことにつながる物語には、私はとても心を打たれました。 

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

越谷市立中央中学校だより １ 月号 令和８年１月９日 

 のびゆく若竹 
学校教育目標：自他ともに大切にする生徒 合い言葉：自立・貢献 

生徒数７４２名 学級数 ２４学級 職員数５９名 
越谷市宮前１－１８－１  ＴＥＬ ９６２－９１８０      

最新の情報とニュースは、 本校公式ウェブサイトへ 

保護者の皆様には、「すぐーる」でもお知らせします！ 

さて、現実の皆さんは、いきなり世界を救うわけにはいきませんが、小さな「一歩」を踏み出

すことはできます。今年、今までの自分がやっていない、思ってもみなかった「一歩」を踏み出

しましょう。皆さんにとっての「一歩」は何ですか。その一歩が未来の自分を変えます。学生の

皆さんは、失敗したってどうということはありません。失敗を恐れてやらずに終わり後悔する

のではなく、結果はどうあれ、まず「一歩」を踏み出した自分を認めていくことが大事です。 

世界は十分に広く、皆さんの一歩も挑戦も、あるいは失敗も、受け入れる余地は十分にあり

ます。私は、皆さんの踏み出す「一歩」を、心から応援します。 

「一歩を踏み出す」…第 3 学期始業式式辞より    

校長 石山 秀樹  
２学期終業式、３学期始業式 
 

夢と豊かな心を育む講演会 
   １２月１８日(木)に夢と豊かな心を育む講演会を行いました。命を大切にする心や夢に向

かい希望と勇気をもってやり遂げる態度が育ってほしいとの思いから専門分野の第一線で

活躍する社会人をお招きしました。今回は元プロ野球選手の石井丈裕コーチ（現埼玉西武

ライオンズ ライオンズアカデミーコーチ）をお招きし、講演をしていただきました。質疑応

答の時間には多くの生徒が質問をしようと列を成し、一つ一つ丁寧に答えてくれました。放

課後には有志が校庭で実技講習を受け、花束贈呈や記念撮影を行いました。 

 ２学期には普段の学習や練習の成果を発揮する機会が多く

あり、優秀な成績を収めた生徒を１２月２４日(水)の２学期終

業式で表彰しました。指揮者伴奏者が代替わりして新しい体

制で校歌斉唱を行いました。また、１月７日(水)に３学期始業

式を行いました。それぞれの式で学年の代表生徒が作文「２学

期を振り返って」「３学期の抱負」を披露し、学年、学校全体の

意識が高まりました。学年の集大成となる３学期も、さらなる

飛躍を目指す生徒の皆さんを、学校を挙げて応援します。 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9 金  

10 土   

11 日 (二十歳を祝う会) 

12 月 成人の日 

13 火  

14 水 朝の書く活動１６(社会) 

15 木   

16 金 １，２年生越谷市検証テスト 

17 土 避難所体験（一期一会の会) 

18 日 地域クラブ 

19 月  

20 火   

21 水 
朝の書く活動１７(音楽) 

３年生私立受験事前集会 

22 木 
ふれあいデー(安全点検日) 

３年生私立受験中心日 

23 金 ３年生私立受験中心日 

24 土 ３年生私立受験中心日 

25 日  

26 月  

27 火 
埼玉県公立高校インターネット出

願入力期間(～2/10) 

28 水 
朝の書く活動１８(美術)  

あいさつ運動（越ヶ谷小） 

29 木 専門委員会１０（３年生最終）  

30 金  

31 土   

24 火 １年生振替休業日 

25 水 
１年生スキー教室事後集会  

３年生公立受検事前集会 

26 木 
埼玉県公立高校学力検査  

1,２年生第４回定期テスト 

27 金 
埼玉県公立高校実技検査、面接  

1,２年生第４回定期テスト 

28 土   

1 日   

2 月 学校運営協議会 

3 火   

4 水 
朝の書く活動１９(保体)  

あいさつ運動（東越小） 

5 木  

6 金 ２年生東京班別行動 

7 土   

8 日 地域クラブ 

9 月 新入生説明会 

10 火 ３年生第４回定期テスト 

11 水 建国記念の日 

12 木 
３年生第４回定期テスト  

１,2年実力テスト 

13 金 

埼玉県公立高校出願書類等の提

出期間(郵送)  

ふれあいデー(安全点検日) 

３年生性教育講演会(いのちの授

業)兼学校保健委員会 

14 土 避難所開設訓練 

15 日   

16 月 
埼玉県公立高校出願書類等の提

出期間 

17 火 

埼玉県公立高校出願書類等の提

出期間  

朝の書く活動２０(技家)  

1，２年生県学調 CBT体験 

18 水 
埼玉県公立高校志願先変更期間  

１年生スキー教室事前集会 

19 木 
埼玉県公立高校志願先変更期間  

１年生スキー教室 

20 金 １年生スキー教室 

21 土 
部活動停止期間(～2/2７)  

１年生スキー教室 

22 日   

23 月 天皇誕生日 

～2 月の行事予定～ ～１月の行事予定～ ３年生進路説明会 

第３１回越谷市小中学校クリーンパトロール 
 １２月６日(土)に有志によるクリーンパトロールを行いました。道を歩いていると

人やカラスが落としたゴミを見つけることがあります。この活動を通して、住んで

いる街を自らの手で綺麗にし、美しい景観を保つ意識を育むことができました。

参加された生徒及び保護者の皆様、ご協力ありがとうございました。 

大掃除 
   １２月２３日(火)に大掃除を行いまし

た。中央中学校は創立６７年目を迎える

歴史ある学校です。傷や劣化はあります

が、日頃からお世話になっている大切な

場所を、感謝の気持ちをもって綺麗に掃

除しました。大掃除の後には、ワックスが

けも行っています。 

 

 １２月５日(金)に３年生と保護者を対象に進路説

明会を開きました。各進路に向けて日程や作成資

料についてなど具体的な説明がありました。受験

を控えている人にとっては学習面に力を入れるこ

とはもちろんですが、進学先への提出資料の作成

や手続きに不備がないようにしましょう。 
 

校旗寄贈 
 １月８日(木)に校長から学校に新校旗の寄

贈を行いました。生徒会本部役員と校長立ち

合いのもと、長年使っていた古い校旗を降ろ

し、新しい校旗を掲揚しました。色褪せた校旗

からは中央中を長く見届けてきた歴史が感じ

られ、鮮やかなエンジ色からはこれからの歴

史を紡ぐエネルギーが感じられます。掲揚台

で今日も中央中を見守っています。 


